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５ 指導計画

（１） 題材名 考えて行動する消費者になろう

（２） 題材の指導目標
社会の変化と消費生活及び消費者の権利と責任について理解させ、消費者として主体的に判断できるようにする。

（３） 題材の評価規準

関心・意欲・態度 社会の変化と消費生活、消費者の権利と責任について関心を持ち、適切な意思決定や消費行動
について考えようとしている。

思考・判断 消費者として主体的に判断できるようになるために、消費生活の現状と課題、消費者の権利と
責任について考えを深めている。

技能・表現 社会の変化に伴う消費生活の課題について具体的な事例を調査・研究したり、発表したりする
ことができる。

知識・理解 消費生活の現状と消費者の権利と責任について理解している。

（４） 指導計画

指導目標 基礎的知識 主な学習活動 意思決定のプロセス 学習活動における具体の評価規準時間
（ワークシート） 関 思 技 知 評価規準（評価方法）

・社会の変化に伴う消費 ○現代の消費生活
購 生活の変化について、様 ・キャッシュレス化 ・現代の消費生活の特 ・現代の消費生活の課 ○ ○ ・現代消費生活の課題に気づい
入 々な問題が発生している ・大量消費社会 徴を理解し、課題につ 題をまとめる。 ている。
の １ 現状を理解させ、消費生 ・流通過程の変革 いて考える。
意 活の課題について考えさ ○意思決定と選択 ・商品購入時の自分の ○ ○ ・積極的に活動をしている。
思 せる。 ・主な販売方法 ・多様化する販売方法 態度を振り返る。
決 ・商品購入の意思決定の を知る。
定 プロセス ・商品選択の要素につ ○ ○ ・商品選択の要素を理解し、適

・賢い消費者 いてプラス・マイナス 切な判断をしている。
○確かな意思決定のため ・確かな意思決定のた 両面から考える。
に めに必要な要素を理解 ・今後の商品購入につ ○ ○ ・商品購入には主体的で適切な
・商品の情報収集 する。 いて考える。 判断が必要なことを理解してい
・商品選択の要素 る。

・消費者問題の発生の背 ○消費者問題とは
消 景について考えさせる。 ・消費者問題の定義 ・消費者問題の定義を ○ ・消費者問題の定義を理解して
費 ・消費者の権利 理解する いる。
者 １ ○消費者問題の移り変わ ・時代に伴って消費者 ・消費者問題の歴史を ○ ○ ・時代に伴った変化を知る。
主 り 問題が変化しているこ まとめる。
体 ・消費者問題発生の背景 とを知る。
で ・消費者問題の歴史の概
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あ 要
る ・今日的な消費者問題
た ○若者に多い消費トラブ ・消費者としての自分 ○ ○ ・積極的に活動をしている。
め ル の態度を振り返る。

・悪質商法 ・若者に多いトラブル ・トラブルの具体的な ○ ・正しく理解している。
・消費者としての主体的 の内容を理解する。 内容を理解する。

な態度
・消費者問題相談件数 ・インターネット関連
・インターネット関連苦 のトラブルが増加して ・消費者としての今後 ○ ○ ・積極的に自分の考えを出して

情相談の件数 いることを知る。 の活動を考える。 いる。
・ 消費者保護基本法」 ○消費者問題への対応「
を基に、消費者の権利と ・消費者保護基本法 ・消費者保護の歴史を ・消費者保護の施策を ○ ○ ・正しく理解し、積極的にまと
消費者保護の必要性につ ・消費者基本法 知る。 まとめる。 め活動をしている。

１ いて理解させる。 ・消費者基本法と整備・ ・消費者保護の施策を
体制状況 理解する。 ・消費生活センターを ○ ○ ・正しく理解し、今後の生活で

・国民生活センター 知る。 活用しようとしている。
・消費生活センター

（ ）・製造物責任法 法PL
・消費者契約法
○欠陥商品への対応 ・消費者の権利を知 ・権利を知ると同時に ○ ○ ・消費者としての自覚を持ち、
・消費者の知らさせる権 る。 主体的な意思決定が必 今後の生活を改善しようとする

利 要なことを理解する。 態度が見られる。
・安全を求める権利

・消費者は一人一人が権 ○契約社会
消 利の主体者としての意識 ・契約の定義 ・契約の定義を理解す ・身のまわりの契約を ○ ○ ・契約の定義を理解し、生活の
費 を持ち、適切な意思決定 ・契約における権利と義 る。 調べる。 中の契約に気づく。
者 や消費行動をとる責任が 務 ・契約の定義をまとめ ○
が １ あることを自覚させる。 ・クレジットカードのし る。
生 くみ（三者間契約）
き ○契約の成立と取り消し ・契約成立の条件を理 ・契約に必要な条件を ○ ○ ・条件を正しく理解している。
る ・契約の成立 解する。 考える。
社 ・契約成立の条件
会 ・クーリングオフ制度 ・クーリングオフ制度 ・葉書で文面を書いて ○ ○ ・条件を正しく理解している。

・クーリングオフのチェ を理解する。 みる。
ックポイント

・クーリングオフの文面 ・今後の契約行為を考 ○ ○ ・慎重な契約行為を心がける。
例 える。

・クーリングオフの期間
例

・消費者の選択が企業や ○消費者信用の増加
国民経済に及ぼす影響を ・販売信用 ・消費者信用の仕組み ・身近な消費者金融の ○ ○ ・関心を持って積極的に取り組
理解させる。 ・消費者金融 と問題点を理解する。 情報を整理する。 んでいる。

・消費者信用 ・消費者信用の仕組み ○ ○ ・問題点を発見することができ
１ ・消費者信用の利用状況 を知り、問題につなが る。

。・販売信用と消費者金融 る利用の仕方を考える
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の仕組みと問題点
○多重債務と対応策
・多重債務 ・多重債務を理解す ・どのように多重債務 ○ ○ ・多重債務の危険性を知る。

。・多重債務に陥らないた る。 につながるのかを知る
めの注意点

・個人破産申し立て件数
の推移 ・解決策を知る。 ・適切な利用を考える ○ ○ ・積極的に活動している。。

・多重債務の解決方法
・消費者には権利の行使 ○消費者の責任

発 とともに、主体的に責任 ・消費者の４つの権利 ・消費者の４つの権 ・消費者の４つの権利 ○ ○ ・積極的に活動し、正しく理解
言 を持って意思決定できる ・消費者の第５の権利 利を知る。 と第５の権利をまとめ している。
す 能力が求められているこ ・国際消費者機構 る。
る １ とを認識させる。 ・消費者の責任
消 ○自己責任時代の取り組 ・主体的に責任を持っ ・自分の消費生活を振 ○ ○ ○ ○ ・問題を見いだそうとしてい
費 み て意思決定できる能力 り返り、消費者として る。
者 ・自己責任の原則 が求められていること の発言をする。
へ ・発言し行動できる消費 を理解する。

者
・消費者からの発信


